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１．研究目的

放流用種苗として、全長２５mmのマダイ種
苗を１１３万尾生産する。

２．研究方法

（１）親魚飼育及び採卵
親魚には、地元漁協で購入し、当部の海面

生簀（８×４×４m）で飼育しているマダイ
１００尾を用いた。餌は配合餌料、冷凍イカ、
沖アミを給餌した。４月上旬に親魚を室内水
槽に収容し養成、採卵を行った。得られた卵
は浮上卵と沈下卵に分離し、浮上卵のみを一
旦１晩流水管理し、翌日計数して水槽に収容
した。

（２）仔稚魚の飼育管理
飼育水槽は５０t水槽１面、１００t水槽４面、

２００t水槽１面を用い、浮遊卵を１．４～２．４万
粒／t程度の密度で収容した。
飼育水は砂ろ過 UV海水を使用し、生産後

期にこれらが不足した場合は生海水も併用し
た。基本的な飼育管理は種苗生産マニュア
ル１）に従って行い、ワムシ給餌期間中は止水
換水、その後流水飼育とした。また、日令
２７日目からは、５０t水槽１面を用い、仔稚魚
の選別・分槽を行った。

（３）餌料
餌料は、仔稚魚の成長に応じて、栄養強化

した S型ワムシ、冷凍コペポーダ、アルテミ
ア幼生、配合餌料を適量給餌した。なお、ワ
ムシの栄養強化には（株）クロレラ工業製の

SV１２を、アルテミアには（株）日清マリン
テック製のマリンアルファ、マリングロスを
用いた。

（４）鼻孔隔皮欠損個体出現率調査
サンプルには出荷時の種苗を用い、水槽ご

との鼻孔隔皮欠損の有無を確認した。

３．研究結果

（１）生産結果
採卵は平成２２年５月１８日から２９日にか

けて行い、計１１６５万粒の卵を収容し、６６９
万尾（孵化率５７％）のふ化仔魚を得た。種
苗生産は７月２３日まで実施し、全長２５～５０
mmのマダイ種苗計１９１万尾（ふ化後生残率
２９％）を取り上げた。

（２）鼻孔隔皮欠損個体出現率
飼育水槽ごとの出現率は２０～９０％で、水

槽ごとに大きなばらつきがあった。前年度
７５～９７％、前々年度４４～９３％と比較しても、
今年度は特に水槽ごとのバラつきが大きかっ
たと言える。

４．研究成果

生産したマダイ種苗は県内中間育成施設に
出荷した。種苗は各施設で中間育成された後、
各地先に放流された。
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